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ToMMoは2月1日に13度目の設立記念日を迎え14年目に入り、3月11日に東日本大震災から14年となりました。三世代コホートに
参加いただいて最初にお生まれになった赤ちゃんが11歳になり、私たちの5年ごとの計画もあと1年で4度目の期に入る、そんな時機に
差し掛かっています。来るべき時代に、バイオバンクが更にどのような貢献ができるのか、議論を深めて参ります。

［ Topics ］

大規模自然災害による家屋の被害は、長期的なストレス反応によって致死的
な結果を引き起こす可能性があります。ToMMoの中谷 直樹教授、岩手医科
大学いわて東北メディカル・メガバンク機構の丹野 高三部門長らによる研
究グループは、地域住民コホート調査で収集したデータを用いて、東日本大
震災による家屋被害の程度と死亡リスクの関連を平均追跡期間6.5年間の
コホート研究により検討しました。
家屋被害の程度のデータには2013年～2016年のベースライン調査におけ
る調査票で「被災地に住んでいない」「被害なし」「一部損壊」「半壊」「大規模
半壊」「全壊[全流失]」のうち対象者が選択した項目を用いました。死亡データ
には、対象者の同意に基づき確認できた2021年12月までの1,763例を用い
ました。その結果、被害なし群（基準）に比し、被災地に住んでいない者の死亡
リスク（95%信頼区間）は0.96（0.82-1.13）、小・中規模被害群（一部損壊、
半壊）で0.98（0.87-1.10）、大規模被害群（全壊[全流失]、大規模半壊）で
0.98（0.85-1.14）で、家屋被害の程度と死亡リスクの間で統計学的に有意
な関連は示されませんでした。本研究の範囲では確定的なことは言えません
が、震災後のさまざまな公衆衛生の取り組みが一定の成果を上げた可能性
があります。成果は国際学術誌Journal of Epidemiology and Community

Health誌に2025年1月15日（水）にオンライン掲載されました。

東海国立大学機構の名古屋大学・岐阜大学が共同して設置する糖鎖生命
コア研究所とToMMoの研究協力により、ヒューマングライコームプロジェ
クト（HGA）及び東北メディカル・メガバンク計画の推進を図り、生命現象の
理解とヒトの健康・医療の向上に貢献することを目的とした包括的な連携に
関する覚書を2025年2月28日（金）に締結しました。HGAを代表して糖鎖
生命コア研究所とToMMoとが連携し、ToMMoが収集した生体試料の糖
鎖解析をHGAの参画機関が行います。ToMMoによって理論的かつ豊富
に収集された生体試料について、HGAは新たに包括的かつ詳細な糖鎖
データを獲得します。ToMMoとHGAは得られたデータを共同で解釈し、
なおかつ解明された糖鎖情報と解析ツールを利用し、限定公開される糖鎖
情報と保有する関連データとの統合解析やデータベース運用に関する連携
や研究者の交流を行います。

書誌情報
Naoki Nakaya, et al. Degree of housing damage caused by the Great 

East Japan Earthquake and all-cause mortality in the community-based 

cohort study of the Tohoku Medical Megabank Project. Journal of 

Epidemiology and Community Health(2025)
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記者説明会での様子

協定締結を発表した記者会見で説明する門松 健治名古屋大学・岐阜
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［ News ］

Editor’s Note

広報の仕事の中でプレスリリースは、公式の発信として最大のものの一つですが、言い方を一つ
間違えれば多くの方々を傷つけたり不利益を与えたりしかねません。関係する多くの方々にとって
何かのよすがになるかも知れないガイドを、発行することができました。さて、紙媒体のニュース
レター、暫く休刊してリニューアルします。次の展開にご期待下さい。（F.N）

メールマガジン「ToMMo News Mail」
forms.gle/ajtRk2KkYEzaLbPLA

2024.12.21

食物摂取頻度調査票（FFQ）の妊婦に
おける妥当性の検証に関する論文掲載

ある一定期間における各食物の摂取頻度を
尋ねるFFQから推定される摂取量と実際の
摂取量とがどれだけ一致するかという度合
い（妥当性）を妊婦において検証した論文が
掲載されました。宮城県内に居住する妊婦
122名を対象に行われた調査の結果、疫学
研究を行うために必要なある程度の妥当性
があることが明らかになりました。

書誌情報
Keiko Murakami, et al. Validity of a self-administered 

food frequency questionnaire for genomic and omics 

research among pregnant women: the Tohoku Medical 

Megabank Project Birth and Three-Generation 

Cohort Study. Journal of Epidemiology(2024)

2025.02.20

「ゲノム医療・研究のプレスリリース発出
ガイド」が発行

ゲノム医療・研究にかかる研究成果を発信
する研究者・研究機関広報の方々や、メディ
ア関係者の方々を対象としたガイドが発行
されました。ガイドの作成には、患者・市民・
メディア関係者・広報関係者・研究者といっ
た多様な立場の方々の参画を受けました。
ToMMoのウェブサイト等からPDF版の
ダウンロードが可能です。

2025.01.05

慢性腎臓病の病態解明に向けたAIを開発

東北大学大学院医学系研究科腎臓内科学
分野とToMMoの研究チームは、慢性腎臓病
患者の腎病理画像を用いて、間質繊維化と
炎症細胞浸潤を自動定量するAIを開発しま
した。開発したAIでは、腎病理画像を解析し、
主要組織である糸球体、尿細管、間質、血管
の領域分類と間質中の細胞核の検出により、
間質繊維化と炎症性細胞浸潤を自動的に
定量します。自動定量されたスコアは予後予
測などにつながることから、実臨床での応用
が期待されます。

書誌情報
Nonoka Suzuki,  et al. Deep learning-based 

histopathological assessment of tubulo-interstitial 

injury in chronic kidney diseases. Communications 

Medicine(2025) 

2025.01.07

国立成育医療研究センターと合同シンポ
ジウムを開催

国立成育医療研究センター(NCCHD)にて、
ToMMo・NCCHDの合同でシンポジウム
「性差・思春期研究の推進に向けて」を行い
ました。両機関は2023年度に研究に関する
包括的連携協定を提携しておりましたが、
今後のさらなる協力関係の深化、研究の推
進に向けて抱負を表明しました。当日は関係
者ら41名の現地参加のほか、オンライン91
名の皆さまにご参加いただきました。

2024.12.03

MRI解析情報と長鎖シークエンス情報の
分譲を開始

ToMMoでは、1万2,000人分のMRIの解析
情報、約300人の長鎖シークエンス情報の
分譲を始めました。MRI解析情報は、脳と
心の健康調査第一期（2014年7月16日～
2019年10月28日）に撮像された約1万
2,000件のMRIのデータです。脳領域ごと
の表面積などを計算した約4,400項目の
画像解析値も分譲対象です。長鎖シークエ
ンス情報は三世代コホートのトリオ111組
333人分の活性化Tリンパ球由来のDNAに
関する情報となります。
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2024.11.26

東北厚生局ご一行がToMMoを視察

2024年11月26日（火）東北厚生局の辺見
聡局長ご一行がToMMoを訪問されました。
東北厚生局は東北6県を管轄する、厚生労
働省の地方支分部局です。山本 雅之機構
長らからの説明のあと、各施設を視察。公的
情報収集の手順や状況、予防を中心とした
個別化ヘルスケアの社会実装などに興味を
示されました。

2025.01.22

遺伝性がんのゲノム解析結果を一般住民
に返却

ToMMoの遺伝情報回付の取組の一環とし
て、遺伝性がんのリスクを保有する97人を
対象に、ゲノム解析結果を個別に返却した
上で、意識や行動に関する調査を実施した
成果が論文掲載されました。返却した人の
うち78人が、がんの予防や早期発見のため
に医療機関を受診しました。本研究は、研究
のために取得したゲノム情報を一般住民に
返却し、病気の予防や早期発見につなげる
プロトコルを構築し、個別化ゲノム予防・医
療の社会実装に向けた大きな一歩となり
ました。

書誌情報
Kinuko Ohneda et al. Returning genetic risk 

information for hereditary cancers to participants in 

a population-based cohort study in Japan. Journal 

of Human Genetics(2025)
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